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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定的に設置されたカメラで被写界を繰り返し撮影して得られた複数枚の画像から、該
複数枚の画像中に複数の寸法で繰り返し出現する特定種類の被写体の寸法の出現確率分布
を構築する確率分布構築方法であって、
　前記カメラから前記複数枚の画像を取得する画像取得ステップと、
　前記画像取得ステップで取得した複数枚の画像から、前記特定種類の被写体に類似した
類被写体を、該類被写体の寸法と当該カメラの画角上の位置情報とを伴って抽出する抽出
ステップと、
　前記抽出ステップで抽出された被写体のうちの少なくとも一部の被写体の寸法の出現確
率分布を算出する確率分布算出ステップとを有することを特徴とする確率分布構築方法。
【請求項２】
　前記確率分布算出ステップが、特定種類の被写体の１つの寸法に対する、該寸法の被写
体が画角内の各位置に出現する出現位置確率分布を、該特定種類の被写体の複数の寸法そ
れぞれについて算出するステップであることを特徴とする請求項１記載の確率分布構築方
法。
【請求項３】
　前記確率分布算出ステップが、所定寸法の被写体の出現位置確率分布を、該寸法とは異
なる寸法の被写体の出現位置確率分布から補間演算により算出するステップを含むもので
あることを特徴とする請求項２記載の確率分布構築方法。
【請求項４】
　前記確率分布算出ステップが、画角内の１つの位置に対する、該位置に出現する被写体
の出現寸法確率分布を、画角内の複数の位置それぞれについて算出するステップであるこ
とを特徴とする請求項１記載の確率分布構築方法。
【請求項５】
　前記確率分布算出ステップが、画角内の所定位置における出現寸法確率分布を、該位置
とは異なる位置における出現寸法確率分布から補間演算により算出するステップを含むも
のであることを特徴とする請求項４記載の確率分布構築方法。
【請求項６】
　前記抽出ステップが、前記類被写体を抽出するにあたり、該類被写体が抽出対象の被写
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体である可能性の程度を表す評価値を求め、抽出対象の被写体の、抽出からの洩れを許容
して設定された閾値よりも抽出対象の被写体である可能性がさらに高いことを表す評価値
が得られた類被写体のみを抽出するステップであることを特徴とする請求項１記載の確率
分布構築方法。
【請求項７】
　前記抽出ステップで抽出された類被写体が前記特定種類の被写体であるか否かを判定し
て該特定種類の被写体を抽出するフィルタリングステップであって、前記抽出ステップで
抽出された類被写体それぞれについて、画角内の当該類被写体の周囲に広がる所定寸法の
サーチ領域内における、当該類被写体と同一寸法に分類された他の類被写体の個数を計数
し、該計数値が閾値以上の場合にのみ当該類被写体を前記特定種類の被写体として抽出す
るフィルタリングステップを有し、
　前記確率分布算出ステップが、前記フィルタリングステップで抽出された被写体の寸法
の出現確率分布を算出するステップであることを特徴とする請求項１記載の確率分布構築
方法。
【請求項８】
　前記カメラが、撮影方向の変更が可能なカメラであって、
　複数の撮影方向それぞれでの撮影で得られた出現確率分布を統合することにより、該複
数の撮影方向の画角を繋げた画角内の出現確率分布を構築する統合ステップをさらに有す
ることを特徴とする請求項１記載の確率分布構築方法。
【請求項９】
　前記カメラが、焦点距離可変なカメラであって、
　複数の焦点距離それぞれでの撮影で得られた出現確率分布を統合することにより、前記
カメラの最広角の画角内の出現確率分布を構築する統合ステップをさらに有することを特
徴とする請求項１記載の確率分布構築方法。
【請求項１０】
　固定的に設置されたカメラで被写界を繰り返し撮影して得られた複数枚の画像から、該
複数枚の画像中に複数の寸法で繰り返し出現する特定種類の被写体の寸法の出現確率分布
を構築する確率分布構築装置であって、
　前記カメラから前記複数枚の画像を取得する画像取得部と、
　前記画像取得部で取得した複数枚の画像から、前記特定種類の被写体に類似した類被写
体を、該類被写体の寸法と当該カメラの画角上の位置情報とを伴って抽出する抽出部と、
　前記抽出部で抽出された被写体のうちの全部または一部の被写体の寸法の出現確率分布
を算出する確率分布算出部とを備えたことを特徴とする確率分布構築装置。
【請求項１１】
　前記確率分布算出部が、特定種類の被写体の１つの寸法に対する、該寸法の被写体が画
角内の各位置に出現する出現位置確率分布を、該特定種類の被写体の複数の寸法それぞれ
について算出するものであることを特徴とする請求項１０記載の確率分布構築装置。
【請求項１２】
　前記確率分布算出部が、所定寸法の被写体の出現位置確率分布を、該寸法とは異なる寸
法の被写体の出現位置確率分布から補間演算により算出する補間演算部を含むものである
ことを特徴とする請求項１１記載の確率分布構築装置。
【請求項１３】
　前記確率分布算出部が、画角内の１つの位置に対する、該位置に出現する被写体の出現
寸法確率分布を、画角内の複数の位置それぞれについて算出するものであることを特徴と
する請求項１０記載の確率分布構築装置。
【請求項１４】
　前記確率分布算出部が、画角内の所定位置における出現寸法確率分布を、該位置とは異
なる位置における出現寸法確率分布から補間演算により算出する補間演算部を含むもので
あることを特徴とする請求項１３記載の確率分布構築装置。
【請求項１５】
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　前記抽出部が、前記類被写体を抽出するにあたり、該類被写体が抽出対象の被写体であ
る可能性の程度を表す評価値を求め、抽出対象の被写体の、抽出からの洩れを許容して設
定された閾値よりも抽出対象の被写体である可能性がさらに高いことを表す評価値が得ら
れた類被写体のみを抽出するものであることを特徴とする請求項１０記載の確率分布構築
装置。
【請求項１６】
　前記抽出ステップで抽出された類被写体が特定種類の被写体であるか否かを判定して該
特定種類の被写体を抽出するフィルタリング部であって、前記抽出部で抽出された類被写
体それぞれについて、画角内の当該類被写体形状の周囲に広がる所定寸法のサーチ領域内
における、当該類被写体と同一寸法に分類された他の類被写体の個数を計数し、該計数値
が閾値以上の場合にのみ当該類被写体を前記特定種類の被写体として抽出するフィルタリ
ング部を有し、
　前記確率分布算出部が、前記フィルタリング部で抽出された被写体の寸法の出現確率分
布を算出するものであることを特徴とする請求項１０記載の確率分布構築装置。
【請求項１７】
　前記カメラが、撮影方向の変更が可能なカメラであって、
　複数の撮影方向それぞれでの撮影で得られた出現確率分布を統合することにより、該複
数の撮影方向の画角を繋げた画角内の出現確率分布を構築する統合部をさらに備えたこと
を特徴とする請求項１０記載の確率分布構築装置。
【請求項１８】
　前記カメラが、焦点距離可変なカメラであって、
　複数の焦点距離それぞれでの撮影で得られた出現確率分布を統合することにより、前記
カメラの最広角の画角内の出現確率分布を構築する統合部をさらに備えたことを特徴とす
る請求項１０記載の確率分布構築装置。
【請求項１９】
　前記確率分布算出部で算出された出現確率分布を出力する出力部をさらに備えたことを
特徴とする請求項１０記載の確率分布構築装置。
【請求項２０】
　前記出現確率分布が一旦構築された後においても、前記画像取得部に画像を取得させ、
新たに取得した画像について、前記抽出部を作用させて、前記確率分布算出部に、該新た
な画像から抽出した被写体の情報を新たに加えて前記出現確率分布を更新させる更新制御
部を備えたえたことを特徴とする請求項１０記載の確率分布構築装置。
【請求項２１】
　コンピュータ内で実行され、該コンピュータを、固定的に設置されたカメラで被写界を
繰り返し撮影して得られた複数枚の画像から、該複数枚の画像中に複数の寸法で繰り返し
出現する特定種類の被写体の寸法の出現確率分布を構築する確率分布構築装置として動作
させる確率分布構築プログラムであって、
　前記コンピュータを、
　前記カメラから前記複数枚の画像を取得する画像取得部と、
　前記画像取得部で取得した複数枚の画像から、前記特定種類の被写体に類似した類被写
体を、該類被写体の寸法と当該カメラの画角上の位置情報とを伴って抽出する抽出部と、
　前記抽出部で抽出された被写体のうちの全部または一部の被写体の寸法の出現確率分布
を算出する確率分布算出部とを有する確率分布構築装置として動作させることを特徴とす
る確率分布構築プログラム。
【請求項２２】
　請求項１から請求項９のうちのいずれか１項記載の確率分布構築方法に加え、さらに、
　確率分布算出ステップで算出された出現確率分布に基づいて、前記カメラの画角内の、
前記特定種類の被写体の該画角内に出現する寸法ごとの出現領域を定義する出現領域定義
ステップと、
　前記カメラでの新たな撮影により得られた画像中の、前記寸法に応じた出現領域内から
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、該寸法の類被写体として現れた前記特定種類の被写体を検出する被写体検出ステップと
を有することを特徴とする被写体検出方法。
【請求項２３】
　請求項１から請求項９のうちのいずれか１項記載の確率分布構築方法に加え、さらに、
　前記カメラでの新たな撮影により得られた画像の中から、前記特定種類の被写体に類似
した類被写体を、該類被写体の寸法と、当該カメラの画角上の位置情報と、さらに該類被
写体が該特定種類の被写体である確率を表す評価値とを伴って抽出する第２の抽出ステッ
プと、
　前記第２の抽出ステップで抽出された類被写体の寸法、位置情報、および評価値と、前
記確率分布算出ステップで算出された出現確率分布とに基づいて該評価値を修正し、修正
された評価値に基づいて該類被写体形状が前記特定種類の被写体であるか否かを判定する
第２の判定ステップとを有することを特徴とする被写体検出方法。
【請求項２４】
　請求項１０から請求項２０のうちのいずれか１項記載の確率分布構築装置を備えるとと
もに、さらに、
　確率分布算出部で算出された出現確率分布に基づいて、前記カメラの画角内の、前記特
定種類の被写体の該画角内に出現する寸法ごとの出現領域を定義する出現領域定義部と、
　前記カメラでの新たな撮影により得られた画像中の、前記寸法に応じた出現領域内から
、該寸法の類被写体として現れた前記特定種類の被写体を検出する被写体検出部とを備え
たことを特徴とする被写体検出装置。
【請求項２５】
　請求項１０から請求項２０のうちのいずれか１項記載の確率分布構築装置を備えるとと
もに、さらに、
　前記カメラでの新たな撮影により得られた画像の中から、前記特定種類の被写体に類似
した類被写体を、該類被写体の寸法と、当該カメラの画角上の位置情報と、さらに該類被
写体が該特定種類の被写体である確率を表す評価値とを伴って抽出する第２の抽出部と、
　前記第２の抽出部で抽出された類被写体の寸法、位置情報、および評価値と、前記確率
分布算出部で算出された出現確率分布とに基づいて該評価値を修正し、修正された評価値
に基づいて該類被写体が前記特定種類の被写体であるか否かを判定する第２の判定部とを
備えたことを特徴とする被写体検出装置。
【請求項２６】
　請求項２１記載の確率分布構築プログラムを有するとともに、前記コンピュータを、さ
らに、
　確率分布算出部で算出された出現確率分布に基づいて、前記カメラの画角内の、前記特
定種類の被写体の該画角内に出現する寸法ごとの出現領域を定義する出現領域定義部と、
　前記カメラでの新たな撮影により得られた画像中の、前記寸法に応じた出現領域内から
、該寸法の類被写体として現れた前記特定種類の被写体を検出する被写体検出部とを有す
る被写体検出装置として動作させることを特徴とする被写体検出プログラム。
【請求項２７】
　請求項２１記載の確率分布構築プログラムを有するとともに、前記コンピュータを、さ
らに、
　前記カメラでの新たな撮影により得られた画像の中から、前記特定種類の被写体に類似
した類被写体を、該類被写体の寸法と、当該カメラの画角上の位置情報と、さらに該類被
写体が該特定種類の被写体である確率を表す評価値とを伴って抽出する第２の抽出部と、
　前記第２の抽出部で抽出された類被写体の寸法、位置情報、および評価値と、前記確率
分布算出部で算出された出現確率分布とに基づいて該評価値を修正し、修正された評価値
に基づいて該類被写体が前記特定種類の被写体であるか否かを判定する第２の判定部とを
有する被写体検出装置として動作させることを特徴とする被写体検出プログラム。
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